
民

主

党

地

域

主

権

調

査

会

が

行

っ

た

自

治

体

の

ヒ

ア

リ

ン

グ

で

宮

城

県

な

ど

か

ら

「

今

の

時

点

で

地

方

に

移

管

し

て

効

果

的

・

効

率

的

事

業

は

一

つ

も

な

い

」

と

し

、

岩

手

県

の

自

治

体

か

ら

も

東

北

地

整

の

「

震

災

時

の

対

応

は

見

事

だ

っ

た

」

と

評

価

し

「

首

長

の

多

く

に

東

北

、

地

方

整

備

局

を

残

し

て

ほ

し

い

と

い

う

声

が

多

い

」

と

出

先

機

関

の

存

続

を

求

め

る

と

し

て

い

ま

す

（

１

２

月

１

２

日

付

け

日

刊

建

設

工

業

新

聞

）

ま

た

、

１

１

月

２

９

日

開

か

れ

た

「

安

心

・

安

全

の

道

作

り

を

求

め

る

全

国

大

会

」

で

も

四

国

、

九

州

、

関

西

各

地

の

基

礎

自

治

体

の

首

長

か

ら

「

県

内

市

町

村

会

は

出

先

機

関

存

続

を

決

」
（

）

議

し

た

高

知

県

内

の

首

長

「

九

州

知

事

会

が

決

め

て

も

６

団

体

が

決

議

し

た

わ

け

で

は

な

い

「

九

州

管

内

首

長

「

大

規

（

）

模

災

害

に

は

国

の

役

割

が

必

要

で

あ

り

、

道

路

な

ど

イ

ン

フ

ラ

整

備

は

国

防

、

国

防

の

役

割

は

国

が

担

う

べ

き

」

な

ど

「

出

先

機

関

存

続

を

求

め

る

声

一

色

に

染

ま

っ

た

」

と

建

設

通

信

新

聞

は

伝

え

て

い

ま

す

。

地

域

主

権

戦

略

会

議

の

場

で

も

「

国

の

出

先

機

関

で

あ

る

地

方

整

備

局

と

か

各

府

省

の

出

先

機

関

は

、

国

の

直

轄

的

立

場

で

首

相

自

ら

の

命

令

に

よ

り

機

敏

に

動

い

て

処

理

が

早

い

、

課

題

が

い

ろ

い

ろ

と

あ

る

が

、

廃

止

す

る

に

も

慎

重

な

プ

ロ

セ

ス

を

踏

む

よ

う

お

願

い

し

た

い

１

」（

０

月

２

０

日

第

１

３

回

戦

略

会

議

「

…

東

日

本

大

震

災

、

台

）

風

１

２

号

な

ど

の

自

然

災

害

の

現

状

か

ら

し

て

、

い

か

に

国

の

出

先

機

関

が

地

域

住

民

の

期

待

に

応

え

て

い

る

か

と

い

う

事

実

は

否

定

で

き

な

い

。

現

実

に

市

民

、

住

民

と

向

き

合

っ

て

い

る

市

町

村

の

立

場

か

ら

す

る

と

原

則

廃

止

に

取

り

組

む

こ

と

は

よ

い

こ

と

だ

が

、

既

存

の

組

織

体

制

の

長

所

を

損

な

う

こ

と

の

な

い

よ

う

な

こ

と

も

留

意

が

必

要

（

１

１

月

２

５

日

第

１

４

」

回

戦

略

会

議

）

と

出

先

機

関

廃

九

州

支

部

で

各

自

治

体

へ

の

請

願

採

択

の

運

動

を

続

け

て

き

て

い

ま

す

が

、

こ

れ

ま

で

不

採

択

の

自

治

体

も

含

め

て

、

再

度

働

き

か

け

を

強

め

、

国

交

省

労

組

と

併

せ

て

約

３

０

％

の

自

治

体

で

意

見

書

採

択

を

実

現

し

て

い

ま

す

。

前

年

度

不

採

択

だ

っ

た

日

南

市

に

は

、

事

前

に

ア

ポ

を

取

り

議

長

と

懇

談

し

、

審

議

さ

れ

る

文

教

委

員

会

に

も

説

明

に

出

向

い

た

結

果

、

九

月

議

会

で

採

択

さ

れ

ま

し

た

。

一

二

月

議

会

に

向

け

て

は

、

一

〇

月

二

六

日

に

九

州

建

設

支

部

宮

崎

分

会

の

仲

間

と

共

に

意

思

統

一

し

、

二

市

五

町

一

村

へ

陳

情

・

誓

願

を

行

い

ま

し

た

。

当

初

、

児

湯

郡

の

中

で

も

直

轄

管

内

の

新

富

町

、

高

鍋

町

、

木

城

町

、

川

南

町

、

都

農

町

を

廻

り

、

飛

び

地

の

西

米

良

村

に

行

く

予

定

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

が

都

農

町

議

長

か

ら

一

、

、
「

二

月

に

児

湯

郡

議

長

会

議

が

あ

る

の

で

、

是

非

、

西

米

良

村

に

」

、

も

行

っ

て

欲

し

い

と

言

わ

れ

ま

た

、

西

米

良

村

議

長

か

ら

、

「

西

都

市

も

児

湯

郡

の

町

村

議

長

会

に

参

加

し

て

い

る

の

で

、

行

っ

た

方

が

良

い

」

と

ア

ド

バ

イ

ス

を

受

け

、

陳

情

を

行

っ

て

い

ま

す

。

佐

賀

県

内

で

は

吉

野

ケ

里

町

の

み

で

請

願

採

択

さ

れ

て

い

ま

し

た

が

、

一

二

月

議

会

で

は

、

六

角

川

の

直

轄

管

理

区

間

で

事

務

所

か

ら

近

い

武

雄

市

を

中

心

に

一

市

三

町

に

陳

情

書

を

提

出

し

ま

し

た

。

各

議

長

に

説

明

す

る

中

で

、

意

見

、

ア

ド

バ

イ

ス

も

寄

せ

ら

れ

ま

し

た

。

○

六

角

川

流

域

の

三

市

三

町

は

連

絡

を

取

り

合

っ

て

い

る

の

で

、

一

緒

に

陳

情

し

た

方

が

良

い

。

ＮＯ．１８０

２２20１１.１２.

発行発行発行発行

国土交通省管理職

ユニオン

所在地所在地所在地所在地

東京都千代田区霞ヶ

関 中央合同庁2-1-2

舎２号館

03-3509-1138TEL
ﾒｰﾙﾒｰﾙﾒｰﾙﾒｰﾙE

k-union@alpha.ocn.
ne.jp
ホームページホームページホームページホームページ

http://www7.ocn.
ne.jp/~k-union

国

交

労

組

と

協

力

し

３

０

％

の

自

治

体

で

意

見

書

採

択

＝＝＝＝国国国国のののの出先機関出先機関出先機関出先機関のののの廃止廃止廃止廃止、、、、いよいよいよいよいよいよいよいよ正念場正念場正念場正念場にににに＝＝＝＝

地方の頭越しに進められる「地方分権」

市町村に広がる不安、危惧、疑問、反対の声

国

の

出

先

機

関

の

原

則

廃

止

、

地

方

委

譲

が

い

よ

い

よ

正

念

場

を

迎

え

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

野

田

首

相

は

「

不

退

転

の

覚

悟

を

持

っ

て

望

む

（

１

１

月

２

５

日

第

１

４

回

地

域

主

権

戦

略

会

議

）

と

」

強

調

し

、

年

内

に

広

域

連

合

に

移

譲

す

る

具

体

案

を

ま

と

め

、

年

明

け

の

通

常

国

会

に

法

案

提

出

の

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

で

進

め

て

い

ま

す

。

「

」

１

２

月

１

９

日

に

開

か

れ

た

ア

ク

シ

ョ

ン

プ

ラ

ン

推

進

委

員

会

で

は

広

域

的

実

施

体

制

の

枠

組

み

の

議

論

が

行

わ

れ

、

こ

の

中

で

国

交

省

が

提

案

し

た

と

さ

れ

る

出

先

機

関

を

廃

止

し

た

後

の

枠

組

み

と

し

て

「

全

国

ブ

ロ

ッ

ク

分

け

の

法

制

化

、

広

域

実

施

機

関

の

長

の

独

任

制

、

国

・

地

方

の

権

限

を

こ

の

広

域

機

関

に

集

中

」

な

ど

の

案

が

議

論

さ

れ

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

広

域

連

合

の

動

き

は

関

西

、

九

州

の

２

地

域

だ

け

で

あ

り

、

東

日

本

大

震

災

の

被

災

地

を

は

じ

め

、

市

町

村

な

ど

の

基

礎

自

「

」

、

「

」

治

体

の

頭

越

し

に

進

め

ら

れ

る

地

方

分

権

の

動

き

に

拙

速

「

国

の

出

先

は

必

要

」

な

ど

、

こ

れ

に

反

対

す

る

自

治

体

の

動

き

も

広

が

っ

て

き

て

い

ま

す

出

先

機

関

存

続

求

出

先

機

関

存

続

求

出

先

機

関

存

続

求

出

先

機

関

存

続

求

め

る

め

る

め

る

め

る

決

議

決

議

決

議

決

議

、、、、

要

望

相

次

要

望

相

次

要

望

相

次

要

望

相

次

ぐぐぐぐ

止

に

危

惧

の

声

が

出

さ

れ

て

い

ま

す

。

こ

う

し

た

声

の

広

が

り

は

、

職

場

に

お

け

る

仕

事

を

通

し

た

信

頼

の

構

築

と

私

た

ち

の

運

動

の

反

映

で

も

あ

り

ま

す

。

法

案

審

議

の

山

場

と

な

る

３

月

、

６

月

議

会

が

勝

負

で

す

。

全

国

で

地

方

議

会

請

願

を

強

化

す

る

と

と

も

に

、

と

り

わ

け

関

西

、

九

州

で

は

圧

倒

的

多

数

の

自

治

体

請

願

を

成

功

さ

せ

る

こ

と

が

出

先

機

関

廃

止

に

ス

ト

ッ

プ

を

か

け

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

宮

崎

県

内

佐

賀

県

内

３３３３

月月月月

，，，，

６６６６

月

議

月

議

月

議

月

議

会会会会

がががが

勝

負

勝

負

勝

負

勝

負

九州支部九州支部九州支部九州支部



○

佐

賀

県

議

会

に

も

陳

情

書

を

提

出

し

、

県

が

管

理

し

よ

う

と

し

て

い

る

か

ど

う

か

確

認

し

て

は

ど

う

か

。

○

河

川

整

備

が

完

了

す

る

ま

で

国

で

管

理

し

て

欲

し

い

。

○

道

路

整

備

（

国

道

）

を

県

に

要

望

し

て

い

る

が

、

一

向

に

進

ま

な

い

。

○

海

岸

工

事

は

国

で

施

工

し

て

、

現

在

県

管

理

と

な

っ

て

い

る

が

、

工

事

要

望

を

出

し

て

も

予

算

が

無

い

の

で

対

応

し

て

も

ら

え

ず

、

国

の

管

理

の

方

が

良

か

っ

た

…

…

…

な

ど

で

す

。

今

ま

で

懇

談

し

た

地

方

の

首

長

、

議

会

議

長

の

中

で

地

方

分

権

に

不

安

を

抱

き

こ

そ

す

れ

、

積

極

的

に

推

進

す

べ

き

と

主

張

さ

れ

た

所

は

皆

無

で

し

た

。

地

方

は

具

体

的

な

青

写

真

も

示

さ

れ

な

い

ま

ま

、

何

と

な

く

雰

囲

気

に

流

さ

れ

て

大

事

な

事

柄

を

決

め

て

し

ま

お

う

と

し

て

い

る

「

中

央

」

に

不

信

感

を

抱

い

て

い

る

よ

う

で

し

た

。

○

議

長

・

副

議

長

・

議

会

事

務

局

長

に

説

明

す

れ

ば

、

対

応

の

相

談

に

乗

っ

て

く

れ

る

。

○

陳

情

書

と

一

緒

に

説

明

資

料

を

作

成

し

て

、

相

手

に

説

明

す

れ

ば

、

再

説

明

ま

で

は

不

要

で

あ

っ

た

。

○

各

議

長

へ

の

説

明

と

陳

情

書

の

提

出

を

合

わ

せ

て

一

日

で

実

施

し

た

方

が

効

率

的

で

あ

っ

た

。

な

ど

が

教

訓

で

し

た

。

近

畿

支

部

で

も

国

土

交

通

労

組

と

共

同

し

、

管

内

各

自

治

体

に

対

す

る

働

き

か

け

を

強

め

て

い

ま

す

。

１

２

月

１

４

日

に

は

福

井

県

大

野

市

議

会

で

「

国

の

出

先

機

関

原

則

廃

止

に

関

す

る

意

見

」

、

書

が

全

会

一

致

で

採

択

さ

れ

首

相

、

関

係

大

臣

、

衆

・

参

両

院

議

長

に

送

付

さ

れ

ま

す

。

公

務

員

給

与

削

減

は

、

憲

法

違

反

・

国

家

公

務

員

法

違

反

・

最

高

裁

判

例

無

視

で

あ

り

、

消

費

税

増

税

の

露

払

い

に

す

る

も

の

で

あ

り

、

そ

し

て

何

よ

り

も

私

た

ち

の

生

活

を

根

底

か

ら

破

壊

す

る

も

の

だ

と

し

「

特

例

、

法

案

」

の

撤

回

を

求

め

て

衆

参

両

院

議

長

宛

の

「

二

〇

一

一

年

人

事

院

勧

告

及

び

給

与

の

臨

時

特

例

法

案

撤

回

と

国

土

交

通

省

管

理

職

員

の

処

遇

改

善

を

求

め

る

要

求

支

持

署

名

」

を

取

り

組

ん

で

き

ま

し

た

。

一

一

月

一

七

日

「

総

務

委

員

会

」

の

委

員

で

あ

る

塩

川

衆

議

院

議

員

（

北

関

東

比

例

区

）

山

下

参

議

院

議

員

（

近

畿

）

の

秘

書

と

の

懇

談

が

実

施

さ

れ

、

そ

の

場

で

「

給

与

臨

時

特

例

法

案

撤

回

な

ど

の

支

持

署

名

」

を

提

出

し

ま

し

た

（

ユ

ニ

オ

ン

ニ

。

ュ

ー

ス

一

七

九

号

に

掲

載

済

み

）こ

れ

ら

の

要

請

を

受

け

て

、

日

本

共

産

党

の

塩

川

鉄

也

議

員

は

二

四

日

の

衆

議

院

総

務

委

員

会

で

、

国

家

公

務

員

給

与

引

き

「

」

下

げ

特

例

法

案

は

憲

法

違

反

だ

と

追

求

し

、

撤

回

を

求

め

ま

し

た

。

塩

川

議

員

は

「

人

事

院

に

よ

る

給

与

勧

告

は

、

憲

法

で

保

障

さ

れ

た

労

働

基

本

権

の

制

約

に

対

す

る

代

償

措

置

だ

」

と

し

、

「

一

九

八

二

年

度

の

人

事

院

勧

告

見

送

り

を

合

憲

と

し

た

最

高

裁

判

決

が

、

そ

の

根

拠

と

し

て

単

年

度

限

り

の

見

送

り

で

あ

る

」

と

し

て

い

る

こ

と

を

指

摘

し

「

来

年

の

勧

告

は

尊

重

す

、

る

の

か

」

と

質

問

し

ま

し

た

。

川

端

総

務

大

臣

は

「

尊

重

す

る

立

場

で

検

討

す

る

」

と

答

弁

し

ま

し

た

。

塩

川

議

員

は

「

特

例

法

案

は

三

年

に

わ

た

っ

て

給

与

引

き

下

げ

を

行

う

も

の

で

あ

り

、

三

年

間

に

わ

た

っ

て

人

事

院

勧

告

を

無

視

す

る

も

の

」

と

し

て

「

代

償

措

置

が

画

餅

に

等

し

く

な

る

と

批

判

総

務

大

臣

は

複

」

。

「

数

年

実

施

し

な

い

と

は

決

ま

っ

」

。

て

い

な

い

と

釈

明

し

ま

し

た

塩

川

議

員

は

、

給

与

引

き

下

げ

に

国

公

労

連

は

同

意

し

て

い

な

い

こ

と

を

あ

げ

「

救

済

措

、

置

が

あ

る

の

か

」

と

質

問

。

川

端

大

臣

は

「

無

い

」

と

答

弁

。

塩

川

議

員

は

「

代

償

措

置

が

機

能

し

て

お

ら

ず

、

救

済

措

置

も

無

い

。

労

働

基

本

権

の

回

復

も

無

い

ま

ま

で

の

一

方

的

な

賃

金

の

切

り

下

げ

と

な

っ

て

お

り

、

憲

法

違

反

と

言

わ

ざ

る

を

得

な

い

」

と

述

べ

、

法

案

の

撤

回

を

求

め

ま

し

た

（

法

案

は

成

立

。

せ

ず

、

継

続

審

議

に

）

北

陸

支

部

は

一

一

月

中

旬

か

ら

、

阿

賀

川

・

新

潟

地

区

・

高

田

・

千

曲

・

松

本

・

富

山

地

区

の

七

箇

所

で

「

職

場

懇

談

会

」

オ

ル

グ

を

行

い

、

組

合

員

四

二

名

と

ユ

ニ

オ

ン

Ｏ

Ｂ

等

五

名

が

参

加

し

て

い

ま

す

。

懇

談

会

で

出

さ

れ

た

主

な

意

見

で

す

・

○

現

在

の

役

職

（

課

長

）

の

ま

ま

で

六

五

歳

ま

で

働

き

た

く

な

い

。

○

七

〇

％

の

給

与

で

管

理

職

な

ん

て

と

ん

で

も

な

い

。

○

六

〇

歳

で

辞

め

る

予

定

で

こ

れ

ま

で

き

た

。

定

年

延

長

か

再

任

用

か

？

選

択

で

き

る

よ

う

に

し

て

欲

し

い

。

六

〇

歳

で

退

職

し

て

退

職

金

を

貰

い

、

週

三

日

働

く

の

が

精

一

杯

だ

。

○

役

職

定

年

制

は

地

整

や

事

務

所

職

員

も

選

択

で

き

る

よ

う

に

し

て

欲

し

い

。

七

〇

％

の

給

与

で

管

理

職

す

る

の

は

イ

ヤ

だ

。

○

退

職

金

を

減

ら

さ

れ

る

の

は

困

る

。

○

役

職

の

ま

ま

定

年

延

長

す

る

人

は

、

い

な

い

ん

じ

ゃ

な

い

か

な

？

○

若

い

方

た

ち

は

、

こ

れ

か

ら

も

っ

と

大

変

に

な

る

。

大町町議会議長と懇談大町町議会議長と懇談大町町議会議長と懇談大町町議会議長と懇談

地

方

分

権

地

方

分

権

地

方

分

権

地

方

分

権

にににに

不

安

不

安

不

安

不

安

「「「「

整

備

整

備

整

備

整

備

がががが

完

了

完

了

完

了

完

了

す

る

ま

で

す

る

ま

で

す

る

ま

で

す

る

ま

で

、、、、

！

国国国国

でででで

管

理

管

理

管

理

管

理

す

べ

き

す

べ

き

す

べ

き

す

べ

き

大

蔵

海

岸

砂

浜

陥

没

裁

判

大

蔵

海

岸

砂

浜

陥

没

裁

判

大

蔵

海

岸

砂

浜

陥

没

裁

判

大

蔵

海

岸

砂

浜

陥

没

裁

判」」」」

控

訴

棄

却

控

訴

棄

却

控

訴

棄

却

控

訴

棄

却

のののの

有

罪

判

決

有

罪

判

決

有

罪

判

決

有

罪

判

決

一

二

月

二

日

、

大

阪

高

等

裁

判

所

は

、

大

蔵

海

岸

陥

没

事

故

で

の

神

戸

地

裁

判

決

を

不

服

と

し

て

、

上

告

し

て

い

た

元

東

播

海

岸

出

張

所

長

及

び

明

石

市

職

員

二

名

の

控

訴

を

棄

却

し

、

地

裁

判

決

通

り

の

「

業

務

上

過

失

致

死

に

よ

る

禁

固

一

年

、

執

行

猶

予

三

年

」

の

有

罪

判

決

を

下

し

ま

し

た

。

こ

の

裁

判

に

対

し

、

近

畿

地

整

当

局

は

、

こ

れ

ま

で

の

交

渉

や

折

衝

で

「

適

正

に

業

務

は

行

わ

れ

て

い

た

「

当

局

と

し

て

で

」

き

る

こ

と

は

精

一

杯

や

っ

て

い

く

」

等

の

発

言

を

行

い

、

大

阪

高

裁

で

の

公

判

に

対

し

て

は

体

「

制

も

補

充

し

勝

ち

に

行

く

調

、

（

査

官

」

と

ま

で

言

っ

て

い

ま

し

）

た

が

、

無

惨

な

結

果

と

な

り

ま

し

た

。

ユ

ニ

オ

ン

は

局

長

交

渉

や

折

衝

で

、

現

場

を

預

か

っ

て

い

る

多

く

の

出

張

所

長

や

課

長

が

不

安

や

疑

問

を

持

ち

な

が

ら

、

日

夜

公

物

管

理

を

行

っ

て

い

る

現

状

を

指

摘

し

、

個

人

責

任

が

問

わ

れ

な

い

対

応

等

を

厳

し

く

追

及

し

て

き

ま

し

た

。

今

回

、

判

決

を

受

け

て

の

局

長

談

話

を

含

め

て

、

当

局

の

あ

ま

り

に

も

冷

た

い

対

応

に

怒

り

を

覚

え

ま

し

た

。

（

近

畿

）

国

家

公

務

員

賃

金

引

国

家

公

務

員

賃

金

引

国

家

公

務

員

賃

金

引

国

家

公

務

員

賃

金

引

きききき

下下下下

げげげげ

法

案

法

案

法

案

法

案

「

違

憲

」

を

追

及

、

撤

回

求

め

る

共

産

党

塩

川

議

員

共

産

党

塩

川

議

員

共

産

党

塩

川

議

員

共

産

党

塩

川

議

員

＝＝＝＝

＝＝＝＝

近

畿

支

部

で

も

奮

闘

３

月

議

会

に

向

け

て

体

制

強

化

北陸支部で職場懇談会北陸支部で職場懇談会北陸支部で職場懇談会北陸支部で職場懇談会

定年延長などに多くの意見




